同志 小 林 多 喜 二が ボルシェ ヴィキ の 作家と して 実に 

偉かった ところ は、 うむ ことない その 前進 性で ある。 

一 つ 一 つの 作品が 必ず、 それぞれに 階級闘争の 発展し 

て ゆく 段階 を 何 かの 形で 反映して いる。 

われわれ プロレタリア 文学の 仕事に 従う 者が、 同志 

小 林の 業績に よって 深い 鞭撻 をう ける の は 正に この 点 

である。 彼が 進み 行く 労農 大衆の 先頭に 身 を 挺して 立 

ち、 その 闘争の 一部と して 小説 を 書きつ づけて 行った、 

^ J の 覚悟が 同志 小 林 を 真の ボルシェ ヴィク 作家 に 鍛え 

上げ、 作品 を も 益々 大きい ものにした。 

「地区の 人々」 「転換 時代」 (この 作品の 本来の 題 は 「党 



生活 者」 というの であるが、 『中央 公論』 はお つ かなが つ 

て 題 を かえて 発表した) について、 われわれの 学ぶ と 

ころも そこで あると 思う。 例えば、 「地区の 人々」 をよ 

んで、 読者 諸君 は あの 作品が 従来の 同志 小 林の 作品に 

比べて、 大変 落 付きが あり、 文章にまで も 大らかな 確 

乎 性が 漲り はじめて いる こと を 感じた であろう。 何故 

そういう 変化が 作品の 上に 起った か。 ブル ジョァ 批評 

家が よく 云うよう に、 ただうまい、 まずい の 問題で は 

ない。 同志 小 林が 前衛と して 益々 全 闘争の 裡に 深く 入 

り、 政治的に 鍛練され る ことによって、 これまで は 謂 

わば 外から 描いて いた 積極的な 主題 を 遂に その内 側か 



ら書 ける ようにな つ て 来た こと を 示す ものな ので ある _ 

「党 生活 者」 は、 真に ボルシェ ヴィクら しい 前衛 作家 

によって 前衛の 生活が こまかく 書かれた 初めての 作品 

として 記念すべき ばかりで ない。 

軍需工場 内で、 労働 強化に 抗 して 起とうと する 労働 

者 を 抑圧す るた めに、 天皇 〔# 「天皇」 に X 傍点、 伏字 を 

起こした 文字 U 制 権力 は どんな 計画的な 手段で 反動的 

勢力 を 大衆 自身の 中から 育て上げようと している か、 

と いう 最も 緊急な 今日の 問題 を 同志 小 林 はとり あげて 

我々 に 示して いる。 労農 大衆が 勝った めに は、 下から 

の統 一 戦線が 何より 大事で ある こと を 大衆 は 自分た ち 



の 経験に よって 知り はじめた。 ストライキ でも 小作 争 

議 でも 分散 的に せず 同一 の 全 産業、 全部 落が 共通の 要 

求に よって 結集して 闘う 方が 有利で あると わかった。 

その 切り崩し を、 天皇 〔# 「天皇」 に X 傍点〕 制 権力 は 昨 

今 夢中に なって やって いる。 記録的な 分裂 メ— デ ー が 

今年 行われた 所以 だが、 企業内の 大衆 を 現在の 情勢で 

はた だ 上から 押えつ けたので はもう 通用し ない。 逆に 

闘争へ 立た せる ので、 社会 ファシスト をつ かって 「左 

翼 的」 なかけ 引き を させ、 大衆 自身が 内部的に 統 一 さ 

れ ない 気分 を 持つ ようにと 悪辣な 手段 をつ かつ ている。 

「党 生活 者」 は 敵 階級の かような 新手な 戦術 を 暴露し、 



プロレタリア ー トの 下からの 統 一 戦線の 重要性 を 示し、 

反動 政策の 新 段階 を 暴露して いる。 「党 生活 者」 を 読 

む 場合、 以上の 点 は 見落として ならぬ ところで ある。 

『読売 新聞』 で、 杉 山 平 助 氏が 「党 生活 者」 第 六部 (五 

月 号 『中央 公論』 所載) を 批評して いたが、 それ は、 

この 作品が 五月 号の 部分で は 最も 明瞭に 且つ 重点 を そ 

こに おいて 企業内の 反動 政策との 闘争に ついて 書いて 

いるのに 肝心の そのと ころ はちつ とも 理解せ ず、 同志 

伊藤 や 笠 原と いう 婦人 を 書いた とこ だけ をと りあげ、 

同志 小 林が 女に 対して 強権 的で はな か つ たかな どと 結 

果 において デマ ゴギ— 的な こと を 云つ ている。 ブル 
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